
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
   
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

       

一人一人が輝いた 

素晴らしい運動会でした！ 
 
５月２５日（日）、天気が心配されましたが、Ｐ
ＴＡの皆様の早朝からのご協力で、素晴らしい運動
会を開催することができました。 
子供たちも、ご来賓や保護者の皆様の温かいご声
援のもと、精一杯の力を出し切り、笑顔がいっぱい
で、達成感が残る「忘れられない楽しい運動会」に
なったのではないかと思います。最後の片付けまで
ご協力頂きまして本当にありがとうございました。 
とくに団長（赤組団長：永田輝星さん、白組団
長：上村伊桜梨さん）をはじめとした応援団、そし
て、６年生が、練習の時から下級生をしっかりリー
ドし、一致団結しながら運動会を盛り上げてくれま
した。元気な声も出ていましたし、表現の練習の際
は、互いに教え合い助け合う姿が見られるなど、一
人一人の自信を高める有意義な学校行事になったと
感じます。この頑張りを６月からの学習や生活の中
で、さらに伸ばしていってくれることを願っていま
す。 
保護者の皆様方には、日々の健康管理や水筒の準
備、体育服の洗濯など、様々な面でご協力をいただ
き、大変ありがとうございました。 
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６月は、「心のきずなを深める月間」です！ 
 

運動会が無事に終わり、あっという間に 
６月も２週間が過ぎようとしています。

４・５月は昨年度と比べても気温がやや低く、過ご 
しやすかったのですが、今週から梅雨入りをし、しば
らくは雨やじめじめした湿度に悩まされる日が続きそ
うです。とくに、大雨による災害も心配されますの
で、気象警報発令時の登下校等については、児童の安
全確保のためのご協力をお願いします。 
さて、熊本県教育委員会では、６月を『心のきずな

を深める月間』と位置づけ、学校・家庭・地域が連携
し、いじめを許さない学校・学級づくりを目指して、
いじめの未然防止の取組を推進しています。 
学校では、アンケートを活用した教育相談、保護者

面談、人権学習、「家族で作ろう人権標語・ポスタ
ー」、「気持ちを伝えるポスト」、「玉水小人権宣言」等
を実施し、いじめ等の防止と解消に努 
めてまいります。 
また、いじめ等に関する「情報集約 

担当者」を設置しておりますので、お 
子さんの様子や学校のことで気になる 
ことがありましたら、担任や学校にご 
相談ください。 

 

～ 水泳の学習が始まります ～ 
 
予定日から延期となりましたが、１２日（木）に小

雨の中、なんとかプール開きができました。少し寒か
ったのですが、一年ぶりのプールに子供たちのわくわ
くがとまらず、歓声が響いていました。 
水泳の学習では、安全に技能を習得していけるよう

に「水遊び（低学年）」、「浮く・泳ぐ運動（中学
年）」、「水泳（高学年）」という段階で構成されていま
す。水泳は、水の中で全身を使い、水温、気温の影響
を受けながら展開される運動のため、子ども達の健康
状態によっては事故につながりやすい学習です。 
そこで、その日の健康状態 

を事前に確認しておくために 
「水泳カード」を配付してい 
ます。お手数ですが、水泳の 
学習がある時は、必ず記入し 
て持たせて頂きますようご協 
力お願いします。 

～気象警報等発令時の登下校の対応について～  
４月に通知されています玉名市教育委員会からの
「気象警報等発令に伴う児童生徒の登下校につい
て」を再度ご確認いただき、子供たちの登下校時の
安全確保にご協力いただきますようお願い申し上げ
ます。 
なお、急な雷鳴などで児童を残す際は、「すぐー
る」でお知らせをしますが、天候の急な 
悪化によっては連絡が下校時刻直前にな 
る場合もあります。その際は大変ご迷惑 
をおかけしますが、どうぞご理解とご対 
応をよろしくお願いします。 
 

◇◆ 人権メディア・リテラシー ◆◇  
スマホやタブレットの普及により、子供たちはネッ
ト上で、日々様々な情報を目にする時代になりまし
た。「メディア・リテラシー」とは、インターネット
やメディアが発信する情報をそのまま受け取るのでは
なく、自らの判断で主体的に読み解き、活用する力の
ことです。情報をそのまま鵜呑みにしてしまうと、誤
った情報を広めたり、誰かを傷つけてしまったりする
可能性があります。「おかしいこと」や「まちがった
こと」に気づかず、いじめや差別につながる情報を発
信したり、発言したりすることがないように、日頃か
ら人権意識を高めていく必要があります。 
 

〈裏面もご覧ください〉 


